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達系阻害剤感受性、及びマウスに皮下移植した両癌細胞株の体内増殖動態を解析した。 
解析の結果、ρ0細胞では野生株癌細胞に比較してミトコンドリア密度が著しく低下していた。また、ρ0細
胞では、低酸素環境下における生存率が高く、ロテノンやアンチマイシンなどの電子伝達系阻害剤に対する抵
抗性も増強していた。さらに、ρ0細胞の増殖速度はin vitroの培養系のみならず皮下移植系でも野生株より著
しく速く、後者では常に大きな癌腫を形成した。これらの所見は、ミトコンドリア遺伝子欠損により癌細胞の
低酸素耐性や呼吸毒耐性が増強すること、及び細胞増殖率が亢進することを意味する。本現象は、ミトコンド
リアが遺伝子傷害や機能不全に曝されることにより細胞のエネルギー代謝がミトコンドリア非依存型（解糖系
主導型）となり速やかに増殖して癌腫を形成することを意味する。本研究で明らかとなった癌細胞とミトコン
ドリアゲノム機能の関係は、発癌機構、癌細胞増殖機構、癌病態を理解するうえで極めて重要な情報である。
よって、本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに値すると判定された。 
